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2820A型RFベクトルシグナルアナライザが持つ独自の強力な機能によって、既存の無線規格ととも
に広帯域、複雑な変調、高スループットを特徴とする新しい無線通信規格を使用するデバイスの信
号解析も可能になります。2820A型では40MHzの信号捕獲帯域幅を実現しています。また、DSPに
基づくソフトウェア定義無線アーキテクチャ（SDRアーキテクチャ）によって、新しい無線技術にも容
易に適応できる柔軟性が確保されています。SDRに基づく設計は2820A型の耐用年数を最大限に延
ばし、従来の信号解析測定器より長期にわたって投資回収が得られます。

独自機能による信号捕獲および測定時間の大幅短縮
2820A型では従来の内蔵マイクロプロセッサによる測定器コントローラを使った、手動および自動の
制御が可能です。さらに、この内蔵コントローラをバイパスし、代わりにPCで測定器を制御する機能
も搭載されました。この機能を使えば、USBを介
して100Mbit/sを超えるスピードでI-Qデータを
転送できます。この機能はまた、チャンネルサウ
ンディング法の検討や携帯電話デバイスの製造
試験には不可欠です。高速データ転送とデータ
バーストの連続ブロックを後処理する機能を組
み合わせることで、EDGE Evolutionの復調解析
（EVM、チャンネルパワー、タイムマスクなど）
を10ms未満で完了できます。帯域幅20MHzの
WiMAX復調にはわずか80msしかかかりませ
ん。さらに、WCDMA隣接チャンネル漏洩電力比
（ACLR）の測定は2.3msで完了します。
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2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

高スループットの広帯域無線規格の試験に
優れたパフォーマンスを発揮
・ 40MHzの測定信号帯域幅
・ <–140dBc/Hzの位相ノイズ（@オフセ

ット周波数=300kHz、キャリア周波数
=2GHz）

・ 内蔵プリアンプによる–150dBm/Hzの低
い平均ノイズ

・ ±0.15dBの振幅リピータビリティ
・ –48dBcの低いWLAN 802.11n EVMフロア

高速試験でも妥協のない高品質測定
・ 2820A-UPN型の超低位相ノイズ・オプシ

ョンにより、ORFS、EVMおよびACPR測定
の最大ダイナミックレンジ間を切り換える
か、最大チューニング速度を選択

試験時間を最短化する高速測定
・ 250μsの高速周波数設定
・ >100Mb/sのI-Qデータ転送レート
・ 9.2msでEDGE EvolutionのEVM、チャンネ

ルパワー、およびタイムマスクを高速測定
・ 2.3msでWCDMA隣接チャンネル漏洩電

力比（ACLR）を高速測定

不確かさの小さな測定器によるMIMOデバ
イスの試験
・ 複数台の2820A型をHSPA+、WLAN 

802.11n、またはWiMAX 802.16e Wave 2 
MIMOテストシステムに接続した場合の
同期ジッタは≤250ps

妥協のない操作の汎用性
・ 従来の測定器コントロールパネルまたは

独自のPCベースのデスクトップ・コント
ロールパネルの2通りのユーザインタフ
ェース

・ 高度なPC接続性：GPIB、USB、および測定
器のリモート・モニタのための拡張LXIク
ラスCパフォーマンスを備えたLAN

・ カスタム測定インフラストラクチャによ
り、ユーザ定義の特別な測定方法を構築
して、2820A型のDSPベース・ファームウェ
アにロード可能

・ GSM、EDGE、EDGE Evolution、 
WCDMA、cdma2000、HSPA+、WLAN、
およびWiMAX伝送の復調および信号解
析オプション

アプリケーション
• 研究開発および製造試験

 - 携帯電話
 - 無線モジュールおよびサブアセ
ンブリ
 -  フェムトセルおよびピコセル
 - 無線チップセット
 - 無線インフラストラクチャ機器

• 無線通信の学生実験
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別売アクセサリ
2890-BT ベンチトップキット
2890-RK ラックマウントキット
2910-ADAPTER-KIT ケーブルおよびアダプタのアクセサリキット
ケーブル／アダプタ
7007-1 シールドつきIEEE-488ケーブル、1m
7007-2 シールドつきIEEE-488ケーブル、2m
その他
KPCI-488LPA PCIバス用IEEE-488インタフェース／コントローラ
KPXI-488 PXIバス用IEEE-488インタフェース・ボード
KUSB-488A IEEE-488 USBからGPIBへのインタフェースアダプタ

別売サービス
2820A-3Y-EW 出荷後1年間の保証を3年に

延長
2820A-5Y-EW 出荷後1年間の保証を5年に

延長
C/2820-3Y-STD 購入後3年以内に3回の校正
C/2820A-3Y-DATA 購入後3年以内に3回の

Z540-1に準拠した校正*

2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

ご注文案内
2820A型  RFベクトルシグナルアナライザ

構成の選択（各グループから1つずつ、2820A-
xxx-yy-zzzの形式でご指定ください。）
RFコネクタの位置（-xxx）：

- SPI（シングルポート・インタフェース)、 
-FP（前面パネル）、-RP（背面パネル）

使用構成（-yy）：
-BT（ベンチトップ）、-RK（ラックマウント）

周波数範囲（-zzz）
-004 400MHz～4GHz
-006 400MHz～6GHz

信号パーソナリティ・オプション
2800-80211：WLAN 802.11a-b-g-j-n SISO
2800-80216-E：802.16e WiMAXおよびWiBro
2800-CDMA-R：cdma2000リバースリンク
2800-DIG：フレキシブル・デジタル変調
2800-EDGE2：EDGE Evolution
2800-GSM：GSM、GPRS、EDGE
2800-HSPA-D：WCDMA HSPAダウンリンク・

パーソナリティ
2800-HSPA-U：WCDMA HSPAアップリンク・

パーソナリティ
2800-TDSCDMA：TD-SCDMA信号解析パー

ソナリティ
2800-WCDMA-D：W-CDMA FDDダウンリ

ンク
2800-WCDMA-U：W-CDMA FDDアップリ

ンク

オプション・ソフトウェア
290101：SignalMeister™ RF通信テスト・ツー

ルキット
290101-WiMAX：WiMAX 802.16e Wave 2

解析
290101-WLAN：WLAN 802.11a-b-g-j-n解析

付属アクセサリ
ACパワーケーブル、クイックスタートガイド（
文書）、CD-ROM：2800デスクトップ・コントロ
ールパネル・ソフトウェア、2820A VSAシステム
ヘルプ、ユーティリティプログラム、各種PDFフ
ァイル（これらはwww.keithley.comからダウ
ンロード可能）

2820A型をPCによって制御した場合、連続するデータブロックの解析あるいは選択した一部のデー
タブロックの解析のいずれを行うかを選べるI-Qメモリキャッシュ機能と高速なデータ転送機能によ
って、最も効率の良いテストプロトコルの作成に必要な柔軟性が得られます。また、PCで動作するデ
スクトップ・コントロールパネルとI-Qキャッシュ機能によって、携帯機器のトランスミッタやレシーバ
を校正する高速のシーケンステストが可能になります。例えば、携帯電話の製造業者は、トランスミッ
タを出力レベルが階段状に変化するように設定するか、複数のタイム・スロットを用いて一連のパワ
ーバーストが出力されるように設定できます。2820A型は、すべての波形サンプルを取り込むか、ある
いは一連の測定値を計算できます。得られた情報は高速USBを介して直接PCに送られます。そして
PCの高速な処理能力を利用して校正テーブルを生成します。このような方式により、通常の送信バー
ストを出力する試験手法に比べて大幅にテスト時間が短縮されます。

デバイスの動作帯域全体に対してトランスミッタの校正を高速に行うために、2820A型は250μsとい
う極めて短い時間で、さまざまな周波数に設定できます。複数の周波数帯や複数の出力レベルで動
作するデバイスでは、トランスミッタの総試験時間が著しく短縮されます。マルチバンドのデバイスで
は300以上の測定点を使って出力を校正することも珍しくありません。2820A型は、他のどんなシグ
ナルアナライザよりも短い周波数設定時間を実現しています。さらに、2820A型のチャンネルパワー
リスト・モードを使用した場合、1点あたりわずか20μsの間に出力レベルを測定し、さらに測定器の
制御プロセッサとして機能するPCに転送できます。高速の周波数設定、デスクトップ・コントロールパ
ネル機能、高速USBの3つを併せ持つ2820A型は業界最速のトランスミッタ校正器であり、製造試験
の時間およびコストを大幅に削減します。

D S P

Windows CE

Windows-XP

測定器コントロー
ルパネル

内蔵コン
トローラ

波形RAM
500MHz 
DSP

RFハード
ウェア

グラフィック表示およびユ
ーザインタフェース

グラフィック表示およびユ
ーザインタフェース

デスクトップ・コン
トロールパネル

PCまたはホストプロ
セッサによるDSPハ
ードウェアの制御

デスクトップ・
コントローラ

外部PCインタフェー
ス・バス（SCPI LXIクラ
スCを経由するLAN、
USB、GPIB）

図1. 2820A型の信号処理アーキテクチャは、さまざまな試験条件で最大のスループットを提供しま

す。2820A型に固有の制御機能として、従来型の内蔵プロセッサ技術による測定器コントロールパネル

と、内蔵ホストプロセッサの機能をすべてPCが実行するリモート・デスクトップ・コントロールパネルの2

つがあります。
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最先端の500MHz DSPを用いた処理技術によって内部で計算を行い、結
果をテストシステムのコントローラであるPCにアップロードします。PCによ
るデータ解析が必要な場合は、デスクトップ・コントロールパネルによる動
作モードに切り替えれば、I-Qデータを100Mb/sを超える超高速でアップロ
ードできます。内蔵コントローラとPCの間で制御を自由に切り替えられるた
め、試験の各部分におけるデータ捕獲の必要性に応じて、製造試験の時間
を最適化できます。

高速試験でも妥協のない高品質測定
2820A型は、試験の高速化を目指して最適化しつつ、優れた測定性能も提供
します。2820A-UPN型超低位相ノイズ・オプションは、その優れた位相ノイ
ズ・パフォーマンスによって、帯域幅40MHzの802.11n信号の場合、周波数
5.6GHzにおけるEVMフロアとして-42dBを実現しています。このような低位相
ノイズの拡張オプションを用いない場合でも、-40dBのEVMフロアが確保さ
れています。同様にWiMAXの場合も、相対コンスタレーション誤差（RCE）
は3.5GHzまで-42dBを超えるフロアレベルが得られます。EDGE Evolutionの
場合、スイッチングによる出力RF周波数スペクトラム（ORFS）のダイナミック
レンジは、キャリアから1,800kHzオフセットした位置で80dBcです。

2820A型では、標準仕様として40MHzの信号捕獲帯域幅を保証していま
す。したがって、40MHzのWLANまたはWiMAX信号を1回の測定ですべて
取り込むことができます。複数回にわたって信号を取り込み、得られたセグ
メントを連結する必要がないため、測定確度の劣化を抑えることができま
す。さらに、このシグナルアナライザはプリアンプを標準搭載しており、これ
が-150dBc/Hzより小さなノイズ・フロアを可能にしています。

2820A型は、シングルキャリア規格のチャンネルパワーを±0.6dB（代表
値）の確度で測定します。WLANやWiMAXなどのマルチキャリア規格の
信号に対する確度は±0.85dB（代表値）です。このような高い確度レベル
に加えて±0.15dBの振幅リピータビリティが保証されていることから、最

図2. 2820A型デスクトップ・コントロールパネル・ソフトウェアを表示したPCの

ディスプレイ。このソフトウェアによって、PCと信号捕獲や計算を行うハードウ

ェアを直接接続できるため、大量のI-Qデータの高速な信号処理が可能なPC

に迅速に転送できます。

2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

高品質の製品出荷に不可欠な許容条件の厳しいテストプロトコルを設計で
きます。

多種多様な無線通信規格に対する経済的な変調品質解析
世界中のあらゆる主要無線通信規格に準拠して信号を復調するには、
信号解析パーソナリティのオプションを使用します。GSM、EDGE、EDGE 
Evolution、WCDMA、cdma2000、802.11a-b-g-j-n WLAN、802.16e 
Mobile-WiMAX、HSPA+の信号を試験できます。2820A型では、信号解析
パーソナリティ・オプションを1種類から全種類まで、必要なものを選んで使
用できます。充実した測定方法、測定器の設定、試験リミットの数々は、さま
ざまな規格ごとにカスタマイズが可能です。あらかじめ設定された測定パッ
ケージを使えば、測定器の設定にかかる時間を節約でき、オペレータの誤
操作も最低限に抑えられます。また、すべての測定に対して、規格のコンフ
ォーマンス試験ドキュメントに準拠するためのデフォルトのリミットがプロ
グラムされています。各規格に応じて、チャンネルパワー、EVM、タイムマス
ク、ACPR、周波数誤差、I-Qオフセット、その他多くの測定が可能です。

2820A型への投資効率を最大化するために、信号解析パーソナリティは複
数の測定器間で電子的に移植できるように設計されています。つまり、最低
限必要な数のパーソナリティを購入して測定器間で共用すれば、最小コスト
で製造試験への柔軟な対応が可能になります。

不確かさの小さな測定器によるMIMOデバイスの試験
複数の2820A型を同期できるように設計されているため、極めて正確な同
期状態で複数の送信ストリームを取り込むことができます。信号捕獲の同
期ジッタは250ps以下です。したがって、信号ストリーム間の時間遅延はトラ
ンスミッタ自体の問題あるいはチャンネルの状態によるもので、測定器の待
ち時間が原因とはなりません。2820A型は、複数信号ストリームの取り込み
時にオフセット誤差に影響を与えないため、MIMOデバイスの設計を開発
段階から高い確度で検証できます。

2820A型測定器を含むケースレーのMIMO構成は、最大8つのアンテナを
持つMIMOデバイスを試験できます。システムの同期は2895型MIMO同期
ユニットによって確立します。このユニットは、共通のローカルオシレータ信
号、共通のクロック信号、高精度のトリガ信号をシステム内のすべてのシグ
ナルアナライザに分配します。

ケースレーのSignalMeisterTM RF通信テスト・ツールキット・ソフトウェアと
2920型RFベクトルシグナルジェネレータを併用することで、MIMO信号の発
生と解析の両方を容易に行うことができます。さらに、同期、マスタおよびス
レーブ・ユニットの指定、複数の測定器の制御は、すべてSignalMeisterソフ
トウェアがユーザから見えないところで管理します。SignalMeisterは、MIMO
レシーバの試験およびMIMOトランスミッタの解析に用いるMIMO 
WLAN、WiMAX、HSPA+信号を発生できるようにします。SignalMeisterソ
フトウェアを用いたケースレーのMIMOシステムは、マルチアンテナの研究
およびMIMOデバイス設計の検証を極めて容易にします。どのような規模の
MIMO試験構成でも構築できて構成の変更も可能です。

ケースレーのMIMOテストシステムは、業界で並ぶもののない優れた試験
性能、システム柔軟性、そして比類のない使いやすさを実現しています。
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2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

図3. 任意の規模のMIMOシステムを簡単に構

築でき、MIMOデバイスを試験する時の信号源

および信号取り込みの動作に優れた同期性が

得られます。また、SignalMeisterソフトウェ

アを用いれば、MIMOのテストプロトコルをきわ

めて容易に作成できます。

図4. トランスミッタ障害を含む2つの信号ストリームをSignalMeisterソフト

ウェアによって発生し、802.11n WLAN MIMOレシーバを試験しています。同様

に、SignalMeisterを用いて2台のアナライザをプログラムし、MIMOトランスミ

ッタからの出力ストリームを取り込むこともできます。

図5. SignalMeisterソフトウェアは、MIMO解析のためのさまざまな計算

やプロットを実行できます。表示項目を選択して希望どおりの画面に簡

単にアレンジできます。この画面は802.11n送信の解析を行っているも

のです。

2895型MIMO同期ユニット 2895型MIMO同期ユニット

2920 型ベクトルシグナルジェネレ
ータ（最大8台）

2820A型ベクトルシグナルアナラ
イザ（最大8台）

290101
SignalMeister
信号発生および
解析ソフトウェア

試験対象のアク
セスポイント
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製造試験のみならず、研究や教育分野の用途にも幅広く対
応できる優れた柔軟性
高度な信号解析機能に加えて、2820A型はRF信号の基本パラメータを測
定する、基本的なスペクトラム解析モードを備えています。
–   スペクトラム解析機能は、ユーザが定義した周波数スパンに含まれる信号

すべてのRF パワー対周波数を表示します。幅広い範囲から分解能帯域幅
とフィルタ・タイプを選択して、信号のスペクトル特性を解析できます。RF 
信号のパラメータ測定には、従来のマーカとマーカ機能を利用します。

–   ACPR（隣接チャンネルパワー比）機能は、1 次信号のチャンネルパワー
の他に、隣接チャンネルとその次の隣接チャンネルのパワーも測定しま
す。チャンネル周波数、チャンネル帯域幅、試験リミット、隣接チャンネ
ルはユーザが定義できます。高い確度を得るために、各チャンネル周波
数は別々に測定されます。試験時間を短縮したい場合は、隣接チャンネ
ルとその次の隣接チャンネルを測定しないようにユーザが選択すること
もできます。

–   チャンネルパワーリスト機能は、周波数、測定帯域幅、測定時間のリスト
を事前に定義してセットアップできます。このリストとシステム内の他の
測定器との同期には、一般的にトリガを使用します。

–   ゼロスパン機能を使用すると、アナライザは固定のキャリア周波数で最
大40MHz の帯域幅を持つ信号を取り込んで解析する固定同調レシー
バになります。RF 信号は復調されて、信号パワー対時間が表示されま
す。帯域幅とフィルタ・タイプの広い選択肢から選び、各種のトリガを使
用して信号を容易に取り込めます。

2820A型は、大学の無線通信実験室に置く測定器としても最適です。ボ
タンの数を最小限に抑えたために操作が容易で、学生やたまにしか使用し
ないユーザにとっても近づきやすい測定器と言えます。Windows CEオペ
レーティングシステムによる直感的でわかりやすいグラフィカル・ユーザイ
ンタフェースを備えているため、コンピュータのユーザであれば、各種表
示ウィンドウの切り替えなど、操作方法をすぐに覚えることができるでしょ
う。手動による操作は、タッチスクリーン画面かUSBマウスによって行いま
す。2820A型にはVGA出力端子があるため、測定器の画面を教室の大型プ
ロジェクタに投影できます。あるいは、教官がデスクトップ・コントロールパ
ネルを使って測定器の操作全般を説明したり、結果をプロジェクタに映した
りすることも可能です。LXIクラスCのLANインタフェースを使えば、測定器
のLXIウェブページを介して教官と生徒が前面パネルを操作できます。ブラ
ウザによる測定器の制御さえ可能です。さらに、離れた場所にいる研究者
やテストエンジニアがインターネット経由で測定器にアクセスし、実験の進
捗をモニタしたり、製造ラインのトラブルシューティングをしたりできます。

図6. ケースレー独自の測定および表示技術を使って、OFDM信号のゲイン圧

縮が明確に視覚化されています。

図7. 2820A型のカスタム測定インフラストラクチャを用いて、マルチキャリア

のACPR測定を構築しています。

図8. 隣接チャンネルパワー比機能を使用して、規格に基づかない信号の

試験パラメータと試験リミットを定義します。

2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

特殊な測定の構築
ピーク・アベレージ比が大きいマルチキャリアの直交周波数分割多重
（OFDM）信号を増幅する時のパワー・アンプのゲイン圧縮を定量化す
ることは非常に困難です。コンスタレーション表示や相補累積分布関数
（CCDF）測定では、ゲイン圧縮に対する明確あるいは直接的な情報を得ら
れません。ケースレーはOFDM信号を送信する時のアンプのゲイン圧縮を
測定し、直接表示する技術を開発しました。この測定は、2820A型の広範
な測定能力を示す一例です。

測定ルーチンを測定器の動作コードに埋め込めるようにするファームウェ
アのアーキテクチャによって、OFDMのゲイン圧縮のような特殊な測定でも
簡単にプログラムして2820A型に機能を追加できます。特殊な要求があっ
てもI-Qデータを独自の方法で取り込み、処理することができます。カスタ
ム測定を設計する際は、ケースレーのアプリケーションエンジニアがお手伝
いします。これは2820A型が提供するもう1つの価値と言えます。
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システム46 RF／マイクロ波スイッチシステム

RF入力

RF出力

TX

Ext

10MHz

トリガ入力 Ext

RX

RX

LAN

CPU

LAN

PC
フェムトセル 2800シリーズVSA

2900シリーズVSG

マスタクロック

WCDMAト
ランシーバ

GSMレシ
ーバ

周波数およ
びタイミン
グ基準

2900シリーズVSG
背面パネルRF端子

背面パネルRF端子

試験対象のトランシーバ

2820A型VSA

測定回路へ

広帯域カプラ

2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

製造試験のエンジニアは変化する処理データの量に応じて、測定器のコ

ントロールパネルとPCのデスクトップ・コントロールパネルを柔軟に切り替

え、使い分けることができます。また、2820A-UPN型の低位相ノイズ・オプ

ションでは、最大ダイナミックレンジが必要な測定では低位相ノイズ動作

に、速度を最適化したい測定では周波数の高速チューニング動作に切り替

えて使用することも可能です。

製造試験のエンジニアは、テストシステムの性能の最適化や接続の簡素化

のために、多数の測定器構成を選択することができます。RF入力コネクタ

は、RFケーブル長が最短になり、システム経路損失が最小限になるように、

測定器の前面または背面どちらにでも位置できます。2820A型の-SPIオプ

ションは、シングルポートの無線デバイスへの直接接続が可能で、測定器と

被測定デバイスの切り替えを行わずにRF信号源およびRF測定器として機

能させることができます。-SPIオプションは2820A型に広帯域カプラを内蔵

したタイプです。RF信号源を2820A型に接続し、2820A型を直接DUTに接

続します。内蔵カプラの経路損失は2820A型の工場出荷時校正の一部とし

て完全に校正済みです。したがって、外部カプラを用いた場合に必要となる

テストシステムの追加校正は必要ありません。図9を参照してください。

2820A型ベクトルシグナルアナライザは、多様なRF測定を実行でき、幅広

い用途に適用できます。

図9. （左）2820A型の-SPIバージョンは、切り替えを行わずにトランシーバや携帯電話に直接接続できます。-SPIバージョンは2820A型の入力端子位置

で完全に校正された広帯域カプラを内蔵しています。（右）チャンネルパワーリスト・モードでは、トランスミッタのランプ出力信号を複数の周波数で取り

込んで、携帯電話のトランスミッタ校正を高速化します。

図10. （左）複数の規格で動作するフェムトセルとアクセスポイントの試験。ケースレーのベクトルシグナルアナライザおよびベクトルシグナルジェネレ

ータは、規格を高速で切り替えることができ、アクセスポイントの全機能をすばやく試験できます。（右）HSPA+信号を送信するアクセスポイントの解析

例。
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2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

動作モード
標準スペクトラム解析モード
・ スペクトラムアナライザ（パワーエンベロープ振

幅対周波数スペクトラム）
・ ゼロスパン（パワーエンベロープ振幅対時間）
・ ACPR（隣接チャンネルパワー比バーチャート）
・ チャンネルパワーリスト
・ スペクトラムエミッションマスク（SEM）

ベクトル信号解析モード（オプション）
・ GSM-GPRS-EDGE
・ EDGE Evolution
・ cdmaOne-cdma2000
・ W-CDMA FDDアップリンク（携帯電話トランス

ミッタ信号）
・ W-CDMA FDDダウンリンク（基地局トランスミ

ッタ信号）
・ 802.11a-b-g-j-n WLAN（SISO信号）
・ 802.16e-2005 WiMAX（SISO信号）
・ 汎用FSKおよびPSK信号
・ HSPAおよびHSPA+
注：他に注釈なければ、すべての項目は仕様です。

周波数
周波数レンジ：2820-004：400MHz～4.0GHz1、 

2820-006：400MHz～6.0GHz2

周波数の設定分解能：0.1Hz
周波数確度：周波数リファレンス＋シンセサイザ分

解能項3と同じ
周波数スイッチング速度4：250μs
2820A-UPN：1.05ms

内部周波数リファレンス
エージングレート：1ppm/年以下
温度安定度：0.2ppm以下5（公称値）

周波数リファレンス出力
インピーダンス：50Ω（公称値）、AC結合時
リファレンス出力信号：10MHz、+7dBm ±3dB
（公称値）

外部周波数リファレンス入力
周波数ロック範囲：

ハードウェアロック・モード6：
10MHz±10Hz（1ppm）入力周波数ロック
範囲

可変入力周波数モード：1～60MHz7

振幅：ロック範囲：-3～+15dBm8

インピーダンス：50Ω（公称値）

スペクトラム解析の制御およびパラメータ
周波数スパン：
2820-004：200Hz～3.6GHz8、2820-006：

200Hz～5.6GHz9、ゼロスパンモードあり
ゼロスパンモードでのスイープ時間設定： 

1μs～30s10

スイープモード：連続、シングル

IF帯域幅11：
20MHz超幅での相対フラットネス：±1.0dB(代表値)
4MHz超幅での相対フラットネス：±0.5dB（代表値）

3dB帯域幅：>30MHz（代表値）
6dB帯域幅：>38MHz（代表値）

分解能帯域幅：スパン >0Hzに対して1Hz分解能で
1Hz～3MHz（ENBW）12

分解能帯域幅フィルタ（1Hz分解能）13：
ブリックウォール：10Hz～35MHz、フラットBW14

Root Raisedコサインα = 0.22：10Hz～ 
28MHz、3dB BW

ガウシアン：10Hz～7MHz、3dB BW
5極同期同調：10Hz～2.3MHz、3dB BW
4極同期同調：10Hz～1.75MHz、3dB BW

振幅：
基準レベル範囲設定：+40dBm～-170dBm
スケール設定：マニュアル：0.1dB/div～40dB/div

プリアンプ：オン、オフ
400MHz～2.5GHz（利得15dB、公称値）
2.5GHz～4.0GHz（利得20dB、公称値）
4.0GHz～6.0GHz（利得18dB、公称値）

表示：
検出モード：ノーマル、最大、最小、サンプル、パ

ワー平均、パワー平均 + ノイズ補正
トレースホールド表示：ノーマル、最大ホールド、

最小ホールド、最小／最大ホールド
アベレージング：1～1,000トレース15、

モード：Log、Power、Log Group、Power 
Group、最大Group、最小Group、最小／最
大Group

マーカ：デルタマーカつきの4個の独立マーカ、ノー
マルモードとピークモード
マーカの振幅分解能：前面パネルから0.01dB、リ

モートインタフェース経由時0.001dB
チャンネルパワーリスト：単一コマンドで501個のパ

ワー測定まで実行可能

スペクトラム解析振幅16

最大安全入力パワー：+35dBm
最大安全DC電圧：±50VDC
絶対確度（代表値）17

325MHz ≤  周波数 ≤ 400MHz：0.2dB（公称値)
400MHz ≤  周波数 ≤ 2,000MHz：±0.6 (±0.2)dB
2,000MHz ≤ 周波数 ≤  6,000MHz：±0.8 (±0.3)dB
6,000MHz ≤ 周波数≤ 6,500MHz：±5.0dB (公称値)

基準レベル確度（0dBm基準）： 
+10～-75dB m：±0.2dB
-75～-100dBm：±0.6dB

表示スケールの忠実度18：±0.2dB

アッテネータ確度19：
周波数<2.5GHz：

±0.1dB（5～20dBアッテネータ設定）
±0.15dB（>20dBアッテネータ設定）

周波数 ≥ 2.5GHz：
±0.1dB（5～10dBアッテネータ設定）
±0.2dB（15～25dBアッテネータ設定）
±0.25dB（30dBアッテネータ設定）

振幅リピータビリティ20：±0.15dB（±0.07dB代表値)
プリアンプONによる振幅変化：±0.2dB（±0.15dB

代表値）
表示平均ノイズレベル（DANL）21：

≤ -140dBm/Hz、プリアンプOFF（F ≤ 2,500MHz)
≤ -138dBm/Hz、プリアンプOFF（2,500MHz < F 

≤ 4,000MHz)
≤ -128dBm/Hz、プリアンプOFF（4,000MHz < F 

≤ 6,000MHz)
≤ -150dBm/Hz、プリアンプON（F ≤ 2,500MHz)
≤ -148dBm/Hz、プリアンプON（2,500MHz < F 

≤ 4,000MHz)
≤ -143dBm/Hz、プリアンプON（4,000MHz < F 

≤ 6,000MHz)
VSWR：≤ 1.4:1（公称値）

スプリアスと残留レスポンス
TOI（RF入力基準、0dBmの2入 力信号、基準レベ

ル = 0dBm）：
F < 2,325MHz = +35dBm（公称値）
F ≥ 2,325MHz = +34dBm（公称値）

SOI（RF入力基準、0dBmの入力信号、基準レベル 
= 0dBm）：+50dBm（公称値）

残留応答（基準レベル設定≤-40dBm）、プリアンプ
ON：≤-95dBm

LO関連スプリアス：≤-65dBc

標準および2820A-UPNオプションの位相
ノイズ

キャリア周波数=1,000MHzの位相ノイズ

オフセット周波数（kHz）

SS
BB
位
相
ノ
イ
ズ（

dB
c/

H
z）

–65

–85

–105

–125

–145

–165
 0.01 0.1 1 10 100 1000 10000 100000

-UPN有効
-UPN無効または不使用

キャリア周波数=2,000MHzの位相ノイズ

オフセット周波数（kHz）

SS
BB
位
相
ノ
イ
ズ（

dB
c/

H
z）

–65

–85

–105

–125

–145

–165
 0.01 0.1 1 10 100 1000 10000 100000

-UPN有効
-UPN無効または不使用

キャリア周波数=3,000MHzの位相ノイズ

オフセット周波数（kHz）

SS
BB
位
相
ノ
イ
ズ（

dB
c/

H
z）

–65

–85

–105

–125

–145

–165
 0.01 0.1 1 10 100 1000 10000 100000

-UPN有効
-UPN無効または不使用
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2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

ジェネレータ出力

周波数レンジ22：400～2,500MHz
スイープスパン23：0～2,100MHz
スイープ点数：1～501
ドウェル設定：1ms～1s、1msステップ
振幅：固定、-18dBm ±5.0dB（代表値）

速度に関する補足情報

キャリア周波数=4,000MHzの位相ノイズ

オフセット周波数（kHz）

SS
BB
位
相
ノ
イ
ズ（

dB
c/

H
z）

–65

–85

–105

–125

–145

–165
 0.01 0.1 1 10 100 1000 10000 100000

-UPN有効
-UPN無効または不使用

キャリア周波数=5,800MHzの位相ノイズ

オフセット周波数（kHz）

SS
BB
位
相
ノ
イ
ズ（

dB
c/

H
z）

–65

–85

–105

–125

–145

–165
 0.01 0.1 1 10 100 1000 10000 100000

-UPN有効
-UPN無効または不使用

1000

100

10

1

0.1

0.01

0.001

0.0001

0.00001

0.000001
 1 10 100 1,000 10,000 100,000 1,000,000 10,000,000

ス
イ
ー
プ
速
度（

G
H

z/
秒
）

分解能帯域幅（Hz）

スイープ速度対RBW

競合製品
2820A標準型
2820A-UPN型

測定速度24,25

測定速度パラメータ 公称値 2800デスクトップ・コントロールパネ
ル性能26

汎用モード
スペクトラムまたはゼロスパン27 16.0ms 7.29ms

ACPR/ACLR28

中心、隣接チャンネル、オルタネートチャンネル
中心チャンネルのみ（隣接およびオルタネートチャンネル測
定OFF）

5.0ms（2820A-UPN：13.0ms）

4.0ms

1.93ms（2820A-UPN：6.5ms）

0.9ms
チャンネルパワーリスト・モード29

シングル周波数 1点あたり600μs 1点あたり590μs

周波数を変更した場合 1点あたり720μs
（2820A-UPN：1点あたり1,500μs）

1点あたり670μs
（2820A-UPN：1点あたり1,500μs）

最大読み取りレート（最小ステップ幅）30 1点あたり100μs 1点あたり100μs
GSMモード31

位相誤差、チャンネルパワー、タイムマスク 22.4 ms 8.4 ms
位相誤差、チャンネルパワー・フリーラントリガ
（バースト測定、アベレージング100） 15.5ms（6.3ms/バースト） 8.1ms（6.2ms/バースト）

位相誤差、チャンネルパワー・ビデオトリガ
（バースト測定、アベレージング100） 14ms（4.7ms/バースト） 4.7ms（4.6ms/バースト）
変調またはスイッチングによるORFS 17.5 ms 9.4 ms

EDGEモード32

EVM、チャンネルパワー、タイムマスク 22.0 ms 10.3 ms
EVM、チャンネルパワー（バースト測定、アベレージング100） 18.7ms（6.4ms/バースト） 9.9ms（6.3ms/バースト）
変調またはスイッチングによるORFS 20.7 ms 9.4 ms

EDGE Evolution
EVM、チャンネルパワー、タイムマスク 22.9 ms 9.2 ms
EVM、チャンネルパワー（バースト測定、アベレージング100） 14.2ms（5.0ms/バースト） 9.2ms（4.9ms/バースト）
変調またはスイッチングによるORFS 19 ms 9.4 ms

CDMA2000モード
復調測定33 46 ms 41 ms
ACPR（方法1）34

ACPR（方法2）35

スペクトラムエミッションマスクおよび占有帯域幅36

4.6 ms (2820A-UPN: 29.5 ms) 
223 ms (2820A-UPN: 232 ms)

 37 ms 

21.8 ms (2820A-UPN: 26.4 ms)
219.3 ms (2820A-UPN: 228.5 ms)

16 ms
WCDMA DLモード

復調測定37

ACLR（方法1）38

ACLR（方法2）39

スペクトラムエミッションマスクおよび占有帯域幅40

117.5 ms 
5.4 ms (2820A-UPN: 10 ms) 

208 ms (2820A-UPN: 218 ms) 
49 ms 

108.6 ms
2.3 ms (2820A-UPN: 6.8 ms)

205 ms (2820A-UPN: 214 ms)
27 ms

WCDMA ULモード
復調測定41

ACLR（方法1）42

ACLR（方法2）43

スペクトラムエミッションマスクおよび占有帯域幅44

69 ms 
5.1 ms (2820A-UPN: 10 ms) 

209 ms (2820A-UPN: 218 ms) 
56 ms 

62 ms
2.3 ms (2820A-UPN: 6.8 ms)

204 ms (2820A-UPN: 214 ms)
34 ms

HSDPA
復調測定45 130.5 ms 121.3 ms

WLANモード46

802.11a
802.11b 
802.11j
802.11n 20MHz信号帯域幅
802.11n 40MHz信号帯域幅

14.4 ms (2820A-UPN: 20.8 ms) 
34.6 ms (2820A-UPN: 34.6 ms)  
15.8 ms (2820A-UPN: 22.1 ms) 
20.7 ms (2820A-UPN: 23.2 ms)
 17.2 ms (2820A-UPN: 23.6 ms) 

21.5 ms (2820A-UPN: 23.6 ms)
37 ms (2820A-UPN: 37 ms)

21.5 ms (2820A-UPN: 25 ms)
21.5 ms (2820A-UPN: 25.4 ms)
21.5 ms (2820A-UPN: 28 ms)

WiMAXモード47

802.16e 10MHz信号帯域幅
802.16e 20MHz信号帯域幅

164.8 ms 
148.0 ms 

99 ms
80 ms

640×480ピクセルVGAスクリーンを完全に更新する最大表示
リフレッシュレート：内部表示 30スイープ/s（33ms/スイープ）

LAN/TCP/IPによるデータ転送 最大0.4MByte/s 最大10MByte/s48

リモートトレースデータ転送49

LAN  
USB 
GPIB 

3.7 ms
13 ms
24 ms

0.9 ms

測定切り替え時間50

汎用モード内での切り替え
デジタルモードから汎用モードへの切り替え
汎用モードからデジタルモードへの切り替え
GSMまたはEDGEモード内での切り替え
CDMA2000またはWCDMAの非復調から復調への切り替え
CDMA2000またはWCDMAの復調から非復調への切り替え

5.5 ms 
10.7 ms 
12.4 ms 
9.4 ms 

15.9 ms 
11.8 ms 

2.0. ms
3.5 ms
3.6 ms
3.6 ms
4.4 ms
6.4 ms
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2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

2800-GSM
GSM/GPRS/EDGE信号
解析パーソナリティ
GSM/GPRSパワーと変調品質（キャリア≤2.5GHz）
チャンネルパワー：

測定レンジ：+33dBm～-30dBm（代表値）
確度：±0.6dB（代表値）

位相と周波数の誤差：
周波数誤差測定レンジ：±50kHz（代表値）
周波数誤差確度：±10Hz（代表値）
RMS位相誤差測定レンジ：0°～10°（代表値）
RMS位相誤差確度：<±1°
ピーク位相誤差測定レンジ51：0°～25°（代表値）
ピーク位相誤差確度52：±2°
位相誤差フロア：RMS：0.35°、ピーク：1.0°

タイムマスクコンフォーマンス：
サンプリング分解能：0.615μs（1/6ビット）
バーストピークでの確度：±0.25dB
出力：パス／フェール、上下限マスクリミットライン

つきのバースト波形
出力RFスペクトラム53：

相対確度：±0.7dB（代表値）
変調によるORFS：

ダイナミックレンジ（dBc）
オフセット 

周波数 
（kHz）

キャリア周波数Fc
（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
200 35 35
250 40 40  
400 68 67
600 73(76) 72 (74)
1200 77 (80) 77 (79)

180054 75(77) 74 (77)
2820-UPN：変調によるORFS：

ダイナミックレンジ（dBc）
オフセット

周波数
（kHz）

キャリア周波数Fc 
（（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
200 35 35
250 40 40  
400 70 69  
600 81 (82) 79 (81)) 
1200 82 (84) 82 (83)

180055 77 (79) 77 (79)
スイッチングによるORFS：

ダイナミックレンジ（dBc）
オフセット

周波数
（kHz）

キャリア周波数Fc
（（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
400 67 (68) 66 (67)
600 73 (74) 71.5 (72)
1200 77 (79) 76 (78)
1800 80 (81) 80 (81)

2820A-UPN：スイッチングによるORFS：
ダイナミックレンジ（dBc）

オフセット
周波数

（kHz）

キャリア周波数Fc
（（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
400 78 (80)  69 (70)
600 69 (70)  77 (79)  
1200 82 (84) 82 (84) 
1800 83 (85) 81 (83)

表示：タイムマスクつきのパワー対時間、変調による
ORFS、スイッチングによるORFS、位相誤差対時間、
シンボル対時間

EDGEパワーと変調品質（キャリア≤2.5GHz）
チャンネルパワー：

測定レンジ：+33dBm～-30dBm（代表値）
確度：±0.6dB（代表値）

周波数誤差：
周波数誤差測定オフセット：±50kHz（代表値）
周波数誤差確度：±10Hz（代表値）

EVM：
RMS測定レンジ：0～15%（代表値）
RMSフロア：≤0.6%.
原点オフセットレンジ：最大-20dBc（代表値）
RMS確度：±0.5%

タイムマスクコンフォーマンス：
サンプリング分解能：0.615μ（1/6ビット）（代表値）
バーストピークでの確度：±0.25dB（代表値）

出力RFスペクトラム57：
相対確度：±0.7dB（代表値）
変調によるORFS：

ダイナミックレンジ（dBc）
オフセット

周波数
（kHz）

キャリア周波数Fc
（（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
200 37 37
250 41 41  
400 68 67  
600 73 (74) 71 (73)
1200 78 (79) 77 (78)

180058 75 (77) 75 (77)
2820-UPN：変調によるORFS：

ダイナミックレンジ（dBc）
オフセット

周波数
（kHz）

キャリア周波数Fc
（（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
200 37 37
250 41 41
400 70 70
600 80 (81) 79 (80)
1200 81 (83) 80 (82)

180059 77 (79) 77 (79)
スイッチングによるORFS：

ダイナミックレンジ（dBc）
オフセット

周波数
（kHz）

キャリア周波数Fc
（（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
400 67 (68) 66 (67)
600 72 (73) 71 (72) 
1200 77 (78) 76 (77)
1800 80 (81) 80 (81)

2820A-UPN：スイッチングによるORFS：
ダイナミックレンジ（dBc）

オフセット
周波数

（kHz）

キャリア周波数Fc
（（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
400 67 (68) 68 (69)  
600 78 (79) 78 (79)   
1200 80 (82) 79 (81) 
1800 80 (82) 81 (83)

表示：タイムマスクつきのパワー対時間、変調による
ORFS、スイッチングによるORFS、EVM対時間、シン
ボル対時間、コンスタレーション

2800-EDGE2型
EDGE Evolution信号解析
EDGE Evolutionパワーと変調品質（キャリア≤2.5GHz）
チャンネルパワー：

測定レンジ：+33dBm～-30dBm（代表値）
確度：±0.6dB（代表値）

周波数誤差：
周波数誤差測定オフセット：±50kHz（代表値）
周波数誤差確度：±10Hz（代表値）

EVM：
RMS測定レンジ：0～15%（代表値）
RMSフロア：≤0.50%
原点オフセットレンジ：最大-20dBc（代表値）
RMS確度：±0.5%

タイムマスクコンフォーマンス：
サンプリング分解能：0.615μs（1/6ビット）（代表値)
バーストピークでの確度：±0.25dB（代表値）
出力：パス／フェール、上下限マスクリミットライン

つきのバースト波形
表示：タイムマスクつきのパワー対時間、変調による

ORFS、スイッチングによるORFS、EVM対時間、シン
ボル対時間、コンスタレーション

出力RFスペクトラム60：
相対確度：±0.7dB（代表値）
変調によるORFS：

ダイナミックレンジ（dBc）
オフセット

周波数
（kHz）

キャリア周波数Fc
（（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
200 36 36  
250 39 39 
400 68 (69) 64 (66)  
600 74 (75) 69 (70.5) 
1200 77.5 (78.5) 75 (77)

180061 74 (75) 72 (75)
2820-UPN：変調によるORFS：

ダイナミックレンジ（dBc）
オフセット

周波数
（kHz）

キャリア周波数Fc
（（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
200 36 36  
250 39 39  
400 69 69  
600 77 (78) 77 (78)
1200 79 (80) 79 (80)

180062 75 (76) 76(77)
スイッチングによるORFS：

ダイナミックレンジ（dBc）
オフセット

周波数
（kHz）

キャリア周波数Fc
（（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
400 67 (68) 64 (65)  
600 74 (75) 69 (70)   
1200 78 (79) 74.5 (77) 
1800 79 (82) 77 (80)

2820A-UPN：スイッチングによるORFS：
ダイナミックレンジ（dBc）

オフセット
周波数

（kHz）

キャリア周波数Fc
（（　）内は代表値）

400MHz ≤ Fc ≤ 1GHz 1GHz < Fc < 2GHz
400 70 69 (70) 
600 78 (79) 77.5 (78.5)    
1200 80 (81) 79 (80) 
1800 80 (81) 80.5 (81.5)
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2800-CDMA-R型
cdma2000リバースリンク信号解析パーソナリティ
CDMA2000パワーと変調品質（キャリア≤2.5GHz）
チャンネルパワー：

測定レンジ：+33dBm～-70dBm（代表値）
確度（1.2288MHz BW）：±0.6dB（代表値）

周波数誤差：
周波数誤差測定レンジ：±3kHz（代表値）
周波数誤差確度：±10Hz（代表値）

ρ（ロー）：
範囲：0.7～1.0（代表値）
シーリング：>0.9995
確度：±0.005（ρ>0.9の時）

コードドメインパワー：
相対確度（コードチャンネルが総パワーの-20dB以

上の時）：±0.3dB（代表値）
隣接チャンネルパワー63：

ダイナミックレンジ： 
74dBc @ 885kHzオフセット（代表値）
86dBc @ 1980kHzオフセット（代表値）

2820A-UPN：
79dBc @ 885kHzオフセット（代表値）
88.5dBc @ 1980kHzオフセット（代表値）

相対確度：±0.5dB（代表値）
占有帯域幅：

周波数確度：±5kHz（公称値）
スペクトラムエミッションマスク64：

キャリアパワーに対する相対確度：<0.5dB
表示：コードドメインパワー、隣接チャンネルパワー (リ

ミットつき）、占有帯域幅（リミットラインつき）、伝
導スプリアス放射（リミットつき）

2800-WCDMA-U型
WCDMAアップリンク信号解析パーソナリティ
WCDMAパワーと変調品質（キャリア周波数
=1,800MHz～2,200MHz）
チャンネルパワー：

測定レンジ：+33dBm～-60dBm（代表値）
確度（3.84MHz BW）：±0.6dB（代表値）

周波数誤差：
周波数誤差測定レンジ：±3kHz（代表値）
周波数誤差確度：±10Hz（代表値）

RMS EVM：
レンジ：0%～25%（代表値）フロア：1.8%（代表値)
確度：±2%

コードドメインパワー：
相対確度（コードチャンネルが総パワーの-20dB以

上の時）：±0.3dB
隣接チャンネルパワー65：

ダイナミックレンジ：
67dBc @ 5MHzオフセット（代表値)
69dBc @ 10MHzオフセット（代表値)

2820A-UPN：68dBc @ 5MHzオフセット（代表値）
                      70dBc @ 10MHzオフセット（代表値)

相対確度：±0.5dB（代表値）
占有帯域幅：

周波数確度：±20kHz（公称値）
スペクトラムエミッションマスク66：

キャリアパワーに対する相対確度：<1.5dB（公称値)
表示：コードドメインパワー、隣接チャンネルパワー (リ

ミットつき）、占有帯域幅（リミットラインつき）、ス
ペクトラムエミッション（リミットつき）

2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

2800-WCDMA-D型
WCDMAダウンリンク信号解析パーソナリティ
WCDMAパワーと変調品質
（キャリア周波数=1,800MHz～2,200MHz）
チャンネルパワー：

測定レンジ：+33dBm～-60dBm（代表値）
確度（3.84MHz BW）：±0.6dB（代表値）

周波数誤差：
周波数誤差測定レンジ：±3kHz（代表値）
周波数誤差確度：±10Hz（代表値）

RMS EVM：
レンジ：0%～25%（代表値）
フロア：1.8%（代表値）
確度：±2%
シンボルEVM67：0.5%

コードドメインパワー：
相対確度（コードチャンネルが総パワーの-20dB以

上の時）：±0.3dB
隣接チャンネルパワー68：

ダイナミックレンジ：
67dBc @ 5MHzオフセット（代表値）
69dBc @ 10MHzオフセット（代表値）

2820A-UPN：
68dBc @ 5MHzオフセット（代表値）
70dBc @ 10MHzオフセット（代表値）

相対確度：±0.5dB（代表値）
占有帯域幅：

周波数確度：±20kHz（公称値）
スペクトラムエミッションマスク69：

キャリアパワーに対する相対確度：<1.5dB（公称値)
表示：コードドメインパワー、隣接チャンネルパワー (リ

ミットつき）、占有帯域幅（リミットラインつき）、ス
ペクトラムエミッション（リミットつき）

2800-HSPA-D型
WCDMA HSPAダウンリンク信号解析パーソナリティ
2800-HSPA-U型
WCDMA HSPAアップリンク信号解析パーソナリティ
HSPAパワーと変調品質（キャリア周波数
=1,800MHz～2,200MHz）
チャンネルパワー：

測定レンジ：+33dBm～-60dBm（代表値）
確度（3.84MHz BW）：±0.6dB（代表値）

周波数誤差：
周波数誤差測定レンジ：±3kHz（代表値）
周波数誤差確度：±10Hz（代表値）

RMS EVM：
レンジ：0%～25%（代表値）
フロア70：2.25%（代表値）71

QPSK：1.25%（公称値）
16QAM：1.30%（公称値）
64QAM：1.35%（公称値）

確度：±2%
コードドメインパワー：

相対確度（コードチャンネルが総パワーの-20dB以
上の時）：±0.3dB

隣接チャンネルパワー72：
ダイナミックレンジ： 

-66dBc @ 5MHzオフセット（代表値）
-68dBc @ 10MHzオフセット（代表値）

相対確度：±0.5dB（代表値）

占有帯域幅：
周波数確度：±20kHz（公称値）

スペクトラムエミッションマスク73：
キャリアパワーに対する相対確度：<1.5dB（公称値)

表示：コードドメインパワー、隣接チャンネルパワー (リ
ミットつき）、占有帯域幅（リミットラインつき）、ス
ペクトラムエミッション（リミットつき）

2800-80211型
無線LAN（WLAN）信号解析パーソナリティ
WLANパワーと変調品質
チャンネルパワー測定レンジ：

キャリア周波数 2.4GHz：+33dBm～-60dBm（代
表値）

キャリア周波数 4.9GHzおよび5.8GHz：+15dBm～-
60dBm（代表値）

確度：
OFDM 20MHz信号帯域幅：±0.85dB（代表値）
OFDM 40MHz信号帯域幅：±0.85dB（代表値）
DSSS/CCK：±0.85dB（代表値）

周波数誤差：
測定レンジ： OFDM：±312kHz
                      DSSS/CCK：±100kHz
確度： ±10Hz（代表値）

RMS EVMフロア74（公称値）：
標準の位相ノ

イズ 2820A–UPN

802.11a –42.5 dB @
4.9–5.8 GHz

–44 dB @
4.9–5.8 GHz

802.11b –49 dB @
2.4 GHz

–50.5 dB @
2.4 GHz

802.11g –47 dB @
2.4 GHz

–50.5 dB @
2.4 GHz

802.11j –44 dB @
4.9 GHz

–45 dB @
4.9 GHz

802.11n 20MHz
信号帯域幅75

–46 dB @
2.4 GHz

–42 dB @
5.1–5.8 GHz

–48 dB @ 
2.4 GHz

–44 dB @
5.1–5.8 GHz

802.11n 40MHz
信号帯域幅76

–40 dB @
5.1–5.8 GHz

–42 dB @
5.1–5.8 GHz

チャンネルフラットネス・マスクマージン：
OFDM 20MHz信号帯域幅：1.4dB（代表値）、

2.4GHzおよび5.8GHzの時
OFDM 40MHz信号帯域幅：1.0dB（代表値）、

5.8GHzの時

2800-80216-E型
WiMAX信号解析パーソナリティ
WiMAXパワーと変調品質
チャンネルパワー：

測定レンジ、キャリア周波数 <3.6GHz：+33dBm～-
60dBm（代表値）

確度：
10MHz信号帯域幅：±0.85dB（代表値）
20MHz信号帯域幅：±0.85dB（代表値）

周波数誤差：
測定レンジ：

10MHz信号帯域幅77：±60kHz
20MHz信号帯域幅78：±120kHz

確度：±10Hz（公称値）
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RCEフロア79、代表値（公称値）：
10MHz信号帯域幅80： 

-47dB（-48dB）@ 700MHz
-45.5dB（-47dB）@ 2.5GHz
-44dB（-46dB）@ 3.5GHz20MHz

20MHz信号帯域幅81：
-44dB（-46dB）@ 700MHz
-43dB（-45dB）@ 2.5GHz
-42dB（-44dB）@ 3.5GHz

チャンネルフラットネス・マスクマージン：
10MHz信号帯域幅：1.8dB（公称値）
20MHz信号帯域幅：1.7dB（公称値）

スペクトラムエミッションマスク82：
キャリアパワーに対する相対確度：<2.0dBスイープ

モード<1.0dBステップモード（公称値）

2800-DIG型
フレキシブル・デジタル変調信号発生パーソナリティ
FSKパラメータ
変調タイプ：FSK2
フィルタ：

フィルタ・タイプ：矩形、RC、RRC、ガウシアン、NRZ
ガウシアン

フィルタ係数：
RC、RRC：0.2～1.0
ガウシアン、NRZガウシアン：0.2～3.0

シンボル・レート：
シンボル・レート分解能：1Sps（シンボル/秒）
最小シンボル・レート：10KSps
最大シンボル・レート：

ガウシアン、NRZガウシアン： 
                                   3.125MSps（係数<0.5）
                                    2.5MSps（0.5≤係数<1.0)
                                   1.25MSps（係数≥1.0)

 RC、RRC、矩形： 1.25MSps
周波数分離：

範囲：
ガウシアン、NRZガウシアン、矩形：2×シンボル・

レート
RC、RRC：1×シンボル・レート

PSKパラメータ
変調タイプ：BPSK、QPSK、π/4·QPSK、3π/4·QPSK、8

PSKπ/4·QPSK
フィルタ：フィルタ・タイプ：NRZ、RC、RRC、ガウシア

ン、NRZガウシアン、広帯域
フィルタ係数：

RC、RRC：0.2～1.0
ガウシアン、NRZガウシアン：0.3～3.0

シンボル・レート：
シンボル・レート分解能：1Sps（シンボル/秒）
最小シンボル・レート：10KSps
最大シンボル・レート：

ガウシアン、NRZガウシアン：
3.125MSps（係数<0.5)
2.5MSps（0.5≤係数<1.0)
1.25MSps（係数≥1.0）

NRZ、広帯域：        1.25MSps
RC、RRC：                6.25MSps

EVM

変調 フィルタ・タイプ RMS EVM（%）
すべてのPSK NRZ、広帯域 <0.25%

FSK NRZ <0.3%

2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

トリガと同期入力・出力
トリガソース83： 

フリーラン
外部
ビデオ
バス
ビデオトリガ使用の外部アーム
外部またはビデオトリガ使用のバスアーム
ラッチつき外部

トリガディレイレンジ： -30～+30秒
トリガモード：連続測定トリガ
                       シングル測定トリガ
外部トリガ：

外部入力の立上がりまたは立下がりエッジを選択
可能

入力レベルTTL
最小入力パルス幅50ns（公称値)

ビデオトリガモード：
立上がりまたは立下がり信号エッジを選択可能
ビデオレベル
ヒステリシストリガ；レベル・時間設定

SYNC出力モード： 
SYNCパルスの発生：

オフ
測定開始
同調開始
取り込み開始可能
取り込み開始
取り込み終了
測定終了

SYNC出力極性選択：立上がりまたは立下がりエッジ
でSYNC出力
SYNC出力：TTLレベル、最小パルス幅200ns（公称値）
偶数秒クロック入力：外部偶数秒クロック（TTL）
偶数秒クロック出力：外部偶数秒クロック（TTL）

一般仕様
電源：100VAC～240VAC；50/60Hz（自動認識）

；150VA最大

CE EMC適合性：EU Directive 89/336/EEC；EN 
61326-1

CE安全性適合性：CE；EU Directive 73/23/EEC、EN 
61010-1

校正周期：1年

環境（室内使用のみ）：
動作温度　他に注釈なければ18～28℃ (仕様保証)
0～50℃（仕様保証なしでの動作温度）
保存温度　-25～65℃（AC電源オフ）
高度：海抜2,000m最大（仕様保証）
冷却：空冷、上下・両側面より吸気し背面より排

気、ラックでの冷却には2890-RK型ラックマウ
ントキット使用

デジタル入出力：4ビット、TTLレベル

インタフェース：IEEE-488.1適合、IEEE-488.2共通コ
マンド・状態モデルをサポート
LAN：10/100BTイーサネット、RJ45、LXIクラスC、

自動MDIXなし
IVI-COM
USB：フルスピードUSB
RF In／TG Out：タイプNコネクタ

機械的振動・ショック
MIL-PRF-2880 CL3ランダム振動、3軸
共振テスト　サインスイープ、3軸
MIL-STD-810F 516.5、パラグラフ4.5.7手順VIベ

ンチ落下
MIL-PRF-2880 CL3ランダム振動、3軸

一般的な機械特性：
高さ：3U（133mm）
幅：ハーフラック（213mm）
奥行き：464mm
質量：7.5kg
保証期間：1年

仕様について

仕様（保証された性能）：
仕様は測定器の保証された性能を記述する。すべての

測定器が次の条件下で性能仕様を満たしていることを

保証します。

• 特に注釈がない限り、18～28°Cの動作環境温度

• 30分の規定ウォームアップ時間とその後の環境温度

での自己校正

注：他に注釈なければ、すべての項目は仕様です。

代表値（平均+ 3σ（標準偏差））：
代表値は次の条件下で満たされる性能です。

• 特に注釈がない限り、23°Cの動作温度環境

• 30分の規定ウォームアップ時間とその後の環境温度

での自己校正

この性能は保証されません。

公称値（平均または期待値）
公称値は、測定器が次の条件下で示すことが期待され

る公称性能です。

• 特に注釈がない限り、23°Cの動作温度環境

• 30分の規定ウォームアップ時とその後の環境温度で

の自己校正

この性能は保証されません。
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2820A型 RFベクトルシグナルアナライザ
400MHz～4GHzまたは400MHz～6GHz

1.   オーバーレンジ動作：325MHz～4.0GHz、400MHz未満は仕
様なし

2.   オーバーレンジ動作：325MHz～6.5GHz、400MHz未
満／6.0GHz超は仕様なし

3.   シンセサイザ分解能項：20μHz以下
4.   SYNC OUT ONによる設定開始から最終値の0.1ppm以内に達

するまで
5.   周囲温度変動範囲：0°C～50°C
6.   工場出荷時設定
7.   周波数=1MHz + n*10Hz。基準確度:≤±1ppm。サイン波または

矩形波を許容。ロック時間は最大30秒
8.   オーバーレンジ動作：最大スパン：3.675GHz、400MHz未満は

仕様なし
9.   オーバーレンジ動作：最大スパン：6.175GHz、400MHz未

満／6.0GHz超は仕様なし
10. 最大スイープ時間は32MSデータ点に制限
11. 所定の測定スパン全体でのフラットネスは、IF フラットネスと

RF フラットネスの和
12. RBW確度：<1%（公称値）
13. ゼロスパン、チャンネルパワーリスト、ACPR の各モードでフィル

タ・タイプを選択可能
14. Raisedコサイン・タイプのフィルタを使用。α=0.091、ENBWお

よび6dB BWはRBW設定*1.1 
15. CDMA およびWCDMA 測定パーソナリティは、トレース平均回

数を100 に制限する
16. 他に注釈なければ、仕様は自動カップルモードの時に適用
17. 0dBmにおける入力パワー。スパン=1MHz、RBW=100Hz 
18. 信号レベルはスクリーンのトップの60dB以内、基準レベル

0dBm、測定器設定の変更なし
19. 入力アッテネータが自動カップル設定から変更された時のみ適用
20. Read信号が除かれて再び印加された時に繰り返されるCWパワ

ー読み値に対して：ノイズ・フロアから>40dB（5分以内）
21. 2820A-SPI型ユニットの場合、すべての周波数帯域でプリアンプ

のON/OFFによって性能が1dB劣化
22. オーバーレンジ動作：325MHz～2.7GHz。ただし、400MHz未満

および2.5GHz超の性能は仕様外
23. オーバーレンジ動作：最大スパン2.375GHz。ただし、400MHz

未満および2.5GHz超の性能は仕様外
24. 一般的な試験条件：高速モードON、ノイズ補正OFF、レンジチ

ェックOFF、ランダマイズスタートOFF、バックグラウンド・タス
クOFF、表示OFF 

25. 注釈がない限りGPIBを使用
26. 3.4GHz IBM互換デスクトップPC上のWindows XP環境で2800

シリーズ・デスクトップ・コントロールパネル・ソフトウェアを実
行して測定

27. 測定器をプリセット、すべてを自動カップルに設定：300kHz ≤ス
パン≤ 300MHz。ゼロスパンの場合、スイープ時間≤5msおよび
BW 1MHz。時間はトリガからデータ取得まで

28. スイープ時間100μs、BW 3.84MHz、RRC フィルタ
29. リスト101点、捕獲時間400μs、BW 1MHz以上、ブリックウォール

30. 捕獲時間50μs以下、BW 1MHz以上、ブリックウォール
31. シングル・バースト、アベレージングなし
32. シングル・バースト、アベレージングなし
33. 測定パラメータ：ρ、コードドメインパワー、RMS EVM、ピーク

EVM、ピークコードドメイン誤差、周波数誤差、IQオフセット、
総チャンネルパワー

34. スイープ時間500μs
35. プリセットされた条件確度に対して、表示OFF
36. 汎用SEM測定を使用。チャンネル・スイープ時間=100μs、アベレ

ージング回数=1回、測定モード=スイープ
37. 測定パラメータ：コードドメインパワー、RMS EVM、ピークEVM、

ピークコードドメイン誤差、周波数誤差、IQオフセット、総チャ
ンネルパワー

38. スイープ時間100μs
39. プリセットされた条件確度に対して、表示OFF
40. 汎用SEM測定を使用。チャンネル・スイープ時間=100μs、アベレ

ージング回数=1回、測定モード=スイープ
41. 測定パラメータ：コードドメインパワー、RMS EVM、ピーク

EVM、ピークコードドメイン誤差、周波数誤差、IQオフセット、
総チャンネルパワー

42. スイープ時間100μs
43. アベレージング100
44. 汎用SEM測定を使用。チャンネル・スイープ時間=100μs、アベレ

ージング回数=1回、測定モード=スイープ
45. 測定パラメータ：コードドメインパワー、RMS EVM、ピーク

EVM、ピークコードドメイン誤差、周波数誤差、IQオフセット、
総チャンネルパワー

46. 504チップでの802.11b波形、繰り返し平均100回、プロット
OFF、周波数変更なし。測定：4つのEVM値、チャンネルパワー、
その他4つのパラメータ

47. FFTサイズ：1024、チャンネル・イコライゼーション：チャンネ
ル推定シーケンス+パイロット、繰り返し平均100回、プロット
OFF、周波数変更なし。測定：4つのRCE値、チャンネルパワー、
その他5つのパラメータ

48. PCのソケット接続を使用
49. ゼロスパン、スイープ時間100μs、バイナリデータ転送、501点

データ
50. 表示OFF、MEAS1;INIT;IMM;*WAI;;MEAS2;INIT;IMM;*OPC
51. 各バーストのピークの平均
52. 各バーストのピークの平均
53. RF入力が-10dBm以上での公称キャリアパワー、固有ノイズによ

るレベル不確かさを含まない
54. 100kHz RBWで測定された1,800kHzオフセットの場合、その他

のオフセットは30kHz RBWで測定
55. 100kHz RBWで測定された1,800kHzオフセットの場合、その他

のオフセットは30kHz RBWで測定
56. パス／フェール、上下限マスクリミットラインつきのバースト波形
57. RF入力が-10dBm以上での公称キャリアパワー、固有ノイズによ

るレベル不確かさを含まない
58. 100kHz RBWで測定された1,800kHzオフセットの場合、その他

のオフセットは30kHz RBWで測定
59. 100kHz RBWで測定された1,800kHzオフセットの場合、その他

のオフセットは30kHz RBWで測定
60. RF入力が-10dBm以上での公称キャリアパワー、QAM32 R325ノ

ーマル。固有ノイズによるレベル不確かさを含まない
61. 100kHz RBWで測定された1,800kHzオフセットの場合、その他

のオフセットは30kHz RBWで測定
62. 100kHz RBWで測定された1,800kHzオフセットの場合、その他

のオフセットは30kHz RBWで測定
63. RF入力が-10dBm以上でのキャリアパワー、固有ノイズによるレ

ベル不確かさを含まない
64. RF入力が-10dBm以上でのキャリアパワー、固有ノイズによるレ

ベル不確かさを含まない
65.  RF入力が-10dBm以上でのキャリアパワー、固有ノイズによるレ

ベル不確かさを含まない
66. RF入力が-10dBm以上でのキャリアパワー、固有ノイズによるレ

ベル不確かさを含まない
67. CPICHのみの信号に有効
68. RF入力が-10dBm以上でのキャリアパワー、固有ノイズによるレ

ベル不確かさを含まない
69. RF入力が-10dBm以上でのキャリアパワー、固有ノイズによるレ

ベル不確かさを含まない
70. HS-PDSCHを2チャンネル備えた試験モデル5（HSチャンネルは

QPSK、16QAMまたは64QAM）
71. HS-PDSCHを2チャンネル備えた試験モデル5（HSチャンネルは

16QAMを使用）
72. RF入力が-10dBm以上でのキャリアパワー、固有ノイズによるレ

ベル不確かさを含まない
73. RF入力が-10dBm以上でのキャリアパワー、固有ノイズによるレ

ベル不確かさを含まない
74. 入力信号が-20dBmを超え、期待チャンネルパワーが入力パワ

ーと等しくなるように設定した場合に適用
75. MIMOシステム構成のマスタとして構成した場合、802.11n SISO信

号を測定するとEVMフロアが最大3dB 低下することがある
76. MIMOシステム構成のマスタとして構成した場合、802.11n SISO信

号を測定するとEVMフロアが最大3dB 低下することがある
77. FFTサイズ：1024、チャンネル・イコライゼーション：チャンネル

推定シーケンス+パイロット
78. FFTサイズ：1024、チャンネル・イコライゼーション：チャンネル

推定シーケンス+パイロット
79. 入力信号が-20dBmを超え、期待チャンネルパワーが入力パワ

ーと等しくなるように設定した場合に適用
80. FFTサイズ：1024、チャンネル・イコライゼーション：チャンネル

推定シーケンス+パイロット
81. FFTサイズ：1024、チャンネル・イコライゼーション：チャンネル

推定シーケンス+パイロット
82. RF入力が-20dBm以上でのキャリアパワー、固有ノイズによるレ

ベル不確かさを含まない
83. バストリガとバスアームはチャンネルパワーリスト・モードのみ

で可能

注記

仕様は予告なく変更になる場合があります。Keithleyの商標および商標名はすべてKeithley Instruments, Incに帰属します。その他

の商標および商標名は各所有会社に帰属します。

A  g R e A t e R  M e A S u R e  o F  c o n F i d e n c e

M
od

el
 2

82
0A

 s
pe

cif
ica

tio
ns

R
F/

M
IC

RO
w

Av
E

12


